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１．２０２５年４月１日以降のＪＲ東労組組合員・社員の基本給を一律１５，０００円

（定期昇給を含まない）引き上げること。 

２．２０２５年４月１日以降のエルダー組合員・社員の基本賃金を１５，０００円引き

上げること。 

３．「労働条件に関する協約（令和６年１０月１日締結）」第２５８条に基づき、定期

昇給を実施し、その場合の昇給係数は「４」として定期昇給を完全実施するこ

と。 

４．２０２１年４月１日に実施した、満５５歳未満（当時）の組合員・社員に対する定

期昇給のカット分を別途支給すること。 

５．退職手当の算出基礎となる「第二基本給制度」を凍結すること。 

６．「６５歳定年制」を導入すること。 

７．回答については、２０２５年３月１１日から１４日までとすること。 

１．基準内賃金の３．２ヶ月とすること。 

２．支払いについては２０２５年６月２７日までとすること。 

３．回答については、２０２５年３月１１日から１４日までとすること。 

【第二基本給とは】 

昇給額の３０％が毎年積み上げられていき、退職金の計算時に５５歳時の基本給額から「第二基本給

額」を差し引いた額に勤続年数に応じた支給率を乗じて計算する際に使用されるものです。 

【計算式】 退職手当＝（基本給－第二基本給）×勤続年数に応じた支給率 

「第二基本給」が高ければ高いほど退職金が減額されることになります。生涯賃金を増やすものでは

なく減らすものです。 

【導入経緯】 

国鉄は政治の介入等により、慢性的な赤字が続き国鉄民営化が決定しました。国鉄からＪＲが発足す

る際に、黒字で安定的な経営を目指すことが求められましたが、民営化したからと言って、黒字にな

るのか未知数でした。さらに、国鉄時代からの社員の大量退職により、退職金が経営を圧迫する懸念

があったため、退職金の抑制を目指して「第二基本給」が導入されました。その制度が、現在にも引

き継がれてきています。 
第二基本給の導入目的からすれば、発足３０年間で安定した経営は確保し、目的は達成ました。この間、ＪＲ東労組

は第二基本給の凍結を求め続けています。第二基本給の存在を正しく理解して、在り方について議論が必要です。 
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